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人権は

心の財産
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道
路
を
中
心
に
整
備

市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
大
久
保
町
地
域
の
整
備
計
画
を
ま
と

め
ま
し
た
。
計
画
案
で
は
、
大
久
保
町
を
住
・
エ
の
調
和
し

た
地
域
と
位
置
付
け
、
宇
治
淀
線
沿
線
及
び
京
奈
バ
イ
パ
ス

以
西
を
工
業
地
区
、
そ
れ
以
外
を
住
宅
地
区
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
整
備
計
画
は
、
市
域
を
十
二
地
域
に
分
け
て
地
域
ご
と

に
昭
和
七
十
年
を
展
望
し
て
策
定
。
今
回
で
十
地
域
分
の
計

画
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
ま
も
な
く
、
策
定
協
議
会
を
開

き
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
こ
の
計
画
案
を
協
議
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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地
域
整
備
計
画
は
、
総
合
計
画

に
築
つ
い
て
昭
和
七
十
年
盈
辰
望

し
て
、
市
域
か
干
二
地
域
に
分
け

る
第
一
次
生
活
圏
ご
と
に
土
地
利

用
計
回
、
公
共
施
設
配
置
計
画
、

住
環
境
整
備
計
画
を
立
案
。
そ
し

て
こ
れ
ら
と
有
機
的
に
か
か
わ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
″
1
形
成
を
骨
子
と

し
て
作
成
し
て
い
未
了
。

今
回
の
大
久
保
町
地
域
整
備
計

図
案
で
十
番
目
。
う
ち
八
地
域
で

は
、
地
域
代
表
の
市
民
で
構
成
す

る
策
定
協
議
会
で
聾
原
爵
わ
り
、

ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
残
る
神

明
と
伊
勢
田
町
（
開
町
、
羽
拍
子

町
、
安
田
町
含
む
）
地
域
は
、
五

十
九
年
中
に
作
成
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
ほ
ど
モ
と
め
た
大
久
保
町

地
域
の
整
備
計
画
案
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

西
部
ゾ
ー
ン
は工

業
地
区

六
十
五
年
の
大
久
保
町
地
域
の

人
口
を
一
万
六
千
二
百
人
と
想
定

し
、
住
・
工
の
調
和
し
た
地
域
と

し
て
位
置
付
け
、
主
要
地
方
道
宇

治
淀
線
沿
線
及
び
京
奈
バ
イ
パ
ス

以
西
を
立
地
条
件
か
生
か
し
た
工

業
地
区
、
そ
れ
以
外
か
昆
宅
地
区

と
し
て
い
ま
す
。

土
地
利
壽
箇
で
は
、
こ
の
地

域
の
地
形
及
び
市
街
化
の
状
況
な

芦
矛
基
礎
に
し
、
三
つ
の
ゾ
ー
ン

に
区
分
し
て
ぃ
未
了
。
西
部
ゾ
ー

ン
は
、
日
産
車
体
京
都
工
場
を
ほ

じ
め
と
し
て
多
く
の
工
場
が
集
積

し
て
い
る
地
域
北
部
、
及
び
準
工

業
地
域
に
用
途
指
定
さ
れ
て
い
る

京
奈
バ
イ
パ
ス
以
西
と
し
、
幹
線

道
路
沿
線
と
い
う
立
地
条
件
か
生

か
し
た
工
業
地
区
、
中
央
ゾ
ー
ン

は
、
三
十
年
代
後
半
か
ら
宅
地
開

発
さ
れ
た
住
宅
地
で
あ
る
こ
－
ｕ
ｓ

ら
、
都
市
基
盤
施
設
の
整
備
を
課

題
ま
ｙ
る
高
密
度
住
宅
地
区
。
東

部
ゾ
ー
ン
は
、
旧
集
落
の
保
全
と

都
市
基
盤
施
設
の
整
備
を
課
題
と

す
る
中
密
度
住
宅
地
区
と
し
て
ぃ

▲立体化の促進を要望する京奈がイ

パスと府道宇治淀線の交差点

季
］
。

開
発
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

西
端
の
準
工
業
地
域
は
京
奈
バ
イ

パ
ス
の
全
通
に
卜
多
、
立
地
条
件

が
飛
躍
的
に
向
上
ず
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
た
め
、
公
害
発
生
な
ど

に
留
意
し
つ
つ
適
切
な
工
業
導
入

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

バ
イ
パ
ス
の
拡
幅
。

改
善
を
要
望

道
路
で
は
、
集
中
し
て
い
る

国
道
2
4
号
線
の
通
過
交
通
量
へ
の

対
応
と
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
を

す
す
め
る
た
め
、
大
久
保
バ
イ
パ

ス
の
拡
幅
、
北
伸
に
よ
る
京
奈
バ

イ
パ
ス
の
早
期
完
成
と
主
要
地
方

道
宇
治
淀
線
と
の
交
差
部
分
の
構

ｔ
嵌
善
（
立
体
化
・
取
り
付
け
）

の
促
進
を
要
望
ず
る
と
と
も
に
、

近
鉄
大
久
保
駅
周
辺
整
備
事
業
の

推
進
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
鉄
の
高
架
化
に
伴
い

大
久
保
駅
公
約
二
百
以
北
へ
移
設
。

高
架
下
に
は
、
東
西
両
側
に
側
道

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
高
架
下

利
用
に
よ
る
駐
輪
場
の
確
保
を
図

闘吻大久保町地域整備計画案

る
こ
と
に
し
て
い
未
了
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
づ
く
り
へ
公
共
施
設
を
配
置

公
共
施
設
配
置
計
画
で
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
″
の
形
成
を
目
的
と
し

て
、
各
種
福
祉
施
設
な
ど
の
機
能

を
も
っ
た
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
公
共
施
設
の
配
置
聚
倹
討
す

る
こ
と
と
し
、
基
礎
的
な
生
活
圏

施
設
で
あ
る
集
会
所
を
Ｉ
カ
所
設

置
、
〈
Ｂ
せ
て
考
人
憩
い
の
部
屋

も
併
設
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
共
下
水
道
は
、
水
質
保

全
及
び
水
質
汚
濁
防
止
な
戸
俣
適

な
市
民
忠
導
嶽
む
た
め
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
木
津
川
流
域
関
連
公

共
下
水
道
事
業
の
早
期
促
進
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
未
了
。
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活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

市
教
育
委
員
会
は
、
五
土
〈
年

七
月
に
「
市
に
お
け
る
体
育
Ｊ
ス

ポ
ー
ツ
の
振
芦
に
つ
い
て
宇
治

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
（
和
田

安
治
会
長
）
に
諮
問
し
て
い
ま
し

た
が
、
五
月
二
十
二
日
、
「
組
織

の
育
成
強
化
」
「
指
導
者
の
養
成
」

に
つ
い
て
第
二
次
答
申
か
受
け
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
市
民
の
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
団
体
及
び
組
織
の
育
成

強
化
に
つ
い
て
は
①
各
種
ス
ポ
ー

ツ
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
と
育
成
・
援

助
②
各
種
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体

の
組
織
化
と
連
携
③
各
種
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
掌
握
と
強
化
を

あ
げ
て
い
ま
す
。
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
の
養
成
と
組
織
的
活
動

ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
が
二
次
答
申

の
促
進
に
つ
い
て
は
、
①
ス
ポ
ー

ツ
振
興
事
業
、
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー

プ
活
動
に
お
い
で
均
一
術
指
導
の
で

き
る
市
独
自
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

制
度
の
確
立
②
指
導
者
研
修
の
機

会
の
提
供
と
指
導
者
組
織
の
確
立

③
指
導
者
忿
賢
拓
と
す
る
顕
彰

制
度
の
制
定
な
べ
安
定
し
た
指

導
活
動
が
で
き
る
条
件
整
備
の
必

要
を
ラ
た
っ
て
い
ま
ず
。

市
で
は
。
五
土
〈
年
十
二
月
に

「
体
制
の
強
化
」
と
「
施
設
整
備
」

に
つ
い
て
第
一
次
答
申
舎
交
け
、

五
十
七
年
五
月
に
市
民
体
育
課
、

五
十
八
年
七
月
に
国
体
準
備
室
を

設
ほ
し
て
体
制
の
強
化
を
図
り
ま

し
た
。
そ
し
て
本
年
度
に
は
、
市

民
総
合
体
育
館
の
用
地
選
定
を
行

ラ
な
ど
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
毒
了
。

市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
に

体
育
施
設
調
査
委
が
報
告

ま
た
、
宇
治
市
の
体
育
館
の
あ

り
方
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
た
社

会
体
育
施
設
調
査
委
員
会
か
ら
同

日
、
市
民
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
拠
点
と
し
ア
の
体
育
館
づ
く

り
か
丙
容
と
し
た
報
告
か
受
け
ま

し
た
。基
本
方
向
と
し
て
は
、
①
体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
多
様
化
・
高

水
準
化
に
応
え
ら
れ
、
段
階
的
な

機
能
分
化
に
も
対
応
で
き
る
②
指

導
者
間
の
交
流
が
で
き
る
施
設
と

し
、
具
体
的
に
は
、
全
市
的
な
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
高
水
準
の

ス
ポ
ー
基
質
が
で
き
る
場
と
し

て
、
メ
イ
ン
ー
サ
ブ
マ
リ
ー
ナ
を

主
と
し
た
総
合
体
育
館
を
配
置
、

全
国
レ
ベ
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も

対
応
で
き
る
施
設
に
す
べ
淑
と
し

て
い
ま
す
。京都国体

マスコット募集

6月30日までに力作を

第
4
3
回
国
民
体
育
大
会
の
開
催

か
工
り
身
近
な
も
の
ｙ
ず
る
た
め

に
、
「
京
都
国
体
」
の
マ
ス
コ
″

ト
の
デ
ザ
イ
ン
か
双
葉
に
ま
す
。

明
る
く
て
親
し
み
が
あ
り
、
「
京
都

国
体
」
及
篁
示
都
の
イ
メ
ー
ジ
に

合
う
力
作
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格
・
：
特
に
制
限
な
し

▼
5
募
方
法
…
用
紙
は
Ｂ
5
判
の

白
紙
盈
用
い
、
Ｌ
枚
に
つ
き
Ｌ
点

と
し
濠
ｙ
。
使
用
ず
る
色
数
は
5

色
以
内
で
、
自
作
発
表
の
も
の
に

限
る
。
図
案
の
裏
面
に
、
図
案
説

明
と
住
所
、
氏
名
（
グ
ル
ー
プ
名

な
ど
）
を
記
入
の
こ
と
▼
送
り
先
、

問
い
合
わ
せ
先
・
：
〒
回
京
都
市
上

京
区
下
立
売
通
新
町
西
入
薮
ノ
内

町
、
第
4
3
回
国
民
体
育
大
会
京
都

府
準
備
委
員
会
事
務
局
（
き
0
7
5
－

2
5
5
－
3
1
4
5
）
▼
応
募
締
め
切

り
・
：
6
月
3
0
日
▼
ほ
う
ロ
・
…
最

優
秀
作
＝
1
点
、
賞
状
と
賞
金
ｍ
…

万
円
・
佳
作
＝
数
点
、
賞
状
と
記

念
品
。
な
お
、
入
選
作
品
の
著
作

権
は
、
第
4
3
回
国
民
体
育
大
会
京

都
府
準
備
委
員
会
に
帰
國
し
ま
す
。

（
国
体
準
備
室
）

大
久
保
町
地
域

整
備
計
画
案

体育・スポ

ーツ指導者

　近年に開発された高密度住宅地区

　（写真「上」）と幹線道路沿線という立

地条件を生かした工業地区（写真「左」）



1984年（昭和59年）6月1日発行（2）宇治市政だより第667号

五
ヶ
庄
に
あ
る
万
福
寺
は
、

黄
昂
″
の
本
山
で
、
寛
文
心
年

（
一
六
六
一
）
に
建
立
さ
れ
た
。

創
建
者
は
、
日
本
に
黄
槃
禅
を

伝
え
、
日
本
埋
更
上
で
大
き

な
業
績
奮
？
左
中
国
僧
の
隠

元
隆
資
で
あ
る
。

隠
元
は
、
万
暦
二
十
年
（
一

五
九
二
）
に
現
在
の
福
建
省
福

州
府
福
清
県
で
、
林
徳
龍
の
二

鑑
源
の
も
と
で
出
家
し
、
そ
の

後
は
、
臨
済
宗
の
高
僧
密
雲
や

費
隠
の
も
と
で
修
行
か
行
っ
た
。

四
十
歳
の
時
、
獅
子
巌
の
住
寺

に
な
り
、
四
土
ハ
歳
の
時
、
万

福
寺
の
住
持
に
着
任
し
た
。
六

年
余
の
在
任
後
、
福
巌
寺
・
龍

泉
寺
の
住
持
舎
留
だ
が
、
二

年
後
に
は
再
び
万
福
寺
の
住
持

化
し
た
中
甲
〈
が
多
く
、
彼
ら

は
信
仰
と
弔
葬
の
た
め
寺
登
連

立
し
た
。
碧
砺
寺
・
崇
福
寺
・

福
済
寺
が
そ
れ
で
、
こ
れ
が
長

崎
の
三
福
寺
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

た
ま
た
ま
歪
等
の
住
持
が
空

席
と
な
っ
た
た
め
、
興
福
寺
の

黛
心
が
、
禅
友
心
恂
隠
元

の
法
嗣
で
あ
っ
た
也
槻
性
圭
を

も
に
隠
元
の
招
請
運
碧
逼
め
、

四
度
の
請
啓
で
、
隠
九
の
来
日

が
実
現
す
る
の
で
あ
る
。

隠
酉
復
航
す
る
こ
と
に
対

し
て
、
中
国
の
僧
俗
は
反
対
す

る
。
隠
元
は
、
三
年
で
帰
国
す

る
こ
と
か
約
束
し
た
う
え
で
渡

航
に
踏
み
切
り
、
承
応
三
年
（
一

六
五
四
）
六
月
二
十
一
日
総
数

隠
元
の
渡
米

三
十
名
で
。
直

門
か
田
発
し
、

七
月
五
日
長
崎

に
到
着
し
た
。

と
な
っ
た
。
彼
の
在
任
中
、
伽

藍
の
重
興
に
も
力
か
症
ぎ
、
万

福
寺
を
一
大
禅
林
に
し
た
と
伝

・
男
と
し
て
生
沢
だ
。
こ
叶
三
え
ら
れ
る
。
隠
ぷ
が
来
日
の
招

歳
の
時
、
墾
呈
場
の
普
陀
山
請
夕
受
け
る
の
は
、
こ
の
時
期

に
詣
で
、
一
年
間
留
ま
る
が
、

こ
の
期
間
に
出
家
奎
志
し
た
よ

う
で
あ
る
。
二
十
九
歳
の
時
、

隣
郷
の
黄
槃
山
万
福
寺
で
、
僧

ほしいもの
譲りたいもの

な
の
で
あ
る
。

隠
元
の
来
辺
つ
い
て
は
、

次
の
よ
シ
な
経
緯
が
あ
る
。

江
戸
時
代
の
長
崎
に
は
、
帰

市
で
は
、
家
庭
に
放
曝
瓦
て

い
る
不
用
品
か
呑
効
に
再
利
用
し

て
い
た
だ
こ
’
つ
と
、
不
用
品
情
報

セ
ン
タ
ー
を
年
二
回
（
前
期
・
後

期
）
開
設
。
今
回
、
前
期
と
し
て

♂●●゜｀●●●｀●

●

●●

●丿

●●

●●

●

●●

●

●●

●

住
持
に
迎
λ
る
た
め
招
請
。
こ

れ
に
応
兄
也
ｊ
い

“順
治
八

年
（
一
六
五
一
）
直
門
衆
ｍ
航

す
漂
、
帑
、
暴
風
雨
の
た

め
溺
死
Ｌ
乏
。
そ
こ
で
無
心
は

す
ぐ
れ
た
禅
僧
タ
迎
え
入
れ
る

た
め
、
隠
元
の
招
請
を
興
福
寺

の
住
持
逸
然
に
懇
願
し
た
の
で

あ
る
。
逸
然
は
他
の
僧
ら
と
と

六
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま

で
の
三
ヵ
月
間
実
施
し
柔
ｙ
。
物

盈
荻
な
ぐ
集
ぞ
た
め
、
不
用

品
情
報
セ
ン
タ
1
‐
碧
Ｆ
ｙ
じ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

一
一
番
―
番
一
一
一
ｔ
一
Ｉ
Ｉ
・
Ｓ
ｌ
ｌ
自
4

・

Ｉ
］

・
●
ａ
一
一
帰
一
・
1
一
一
・
・
・
血
●
●
・
●
●
申
・
●
一
準
一

逸
然
忿
質
感
崇
福
寺
の
檀
越

ら
多
く
の
僧
が
出
迎
λ
た
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
来
日
し

た
隠
冗
は
、
腫
福
寺
・
崇
福
寺

・
普
門
寺
（
摂
津
富
田
）
に
迎

え
入
れ
ら
れ
る
。
妙
心
寺
の
龍

渓
は
、
隠
石
自
本
に
留
め
る

た
め
、
幕
府
に
請
願
を
つ
づ
け
、

そ
の
結
果
、
隠
元
は
幕
府
か
ら

▼
登
録
方
法
・
・
・
品
物
の
提
供
者
も

希
望
者
も
電
話
、
は
が
き
、
ま

た
は
来
庁
で
、
不
用
品
情
報
セ

ン
タ
ー
（
〒
6
1
1
牢
澄
耕
ｉ
？
ｒ

雲
吊
商
工
観
光
課
消
費
牛
活

係
、
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
登
録

し
て
’
ぐ
だ
さ
い
。
受
付
時
間
は
、

午
前
9
時
～
午
後
3
時
。
土
曜

日
は
午
前
9
時
～
1
1
時
。
日
曜

・
祝
日
は
受
け
付
け
し
ま
せ
ん
。

▼
登
録
項
目
・
・
・
川
高
名
、
形
式
・

品物の取引方法
自
―
－
－
―
―

明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
に
は

百
人
扶
持
を
与
鳶
れ
、
京
都

・
大
坂
・
堺
・
大
津
で
の
布
教

が
許
可
さ
れ
た
。
つ
吹
方
治

元
年
（
一
六
五
八
）
将
軍
と
謁

見
し
、
翌
年
に
は
京
都
近
辺
に

一
寺
建
立
の
た
め
の
用
地
が
与

え
ら
れ
る
。
こ
の
情
況
に
至
っ

て
、
隠
逞
、
帰
国
に
つ
い
て

は
断
念
せ
ざ
る
參
兄
な
か
っ
た

の
で
あ
う
コ
。

当
時
、
日
本
の
仏
教
は
、
宗

教
と
し
て
の
活
力
を
失
っ
て
い

た
時
期
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、

隠
元
が
渡
来
し
、
活
動
し
た
こ

と
は
、
仏
教
界
に
新
し
い
1
吹

き
＾
Ｊ
ｉ
ｈ
Ｋ
ｉ
、
仏
教
史
十
了
矣

貪
遮
義
が
あ
っ
た
。

「
市
史
年
表
」
を
発
売
中

弥
生
時
代
か
ら
昭
和
五
十
七

規
格
な
ど
恋
購
入
年
月
、
消
耗

程
度
間
希
望
価
格
剛
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
及
び
連
絡
先
○

そ
の
他
の
希
望
条
件
。
な
お
、

省
資
源
が
趣
旨
の
た
め
、
高
額

な
提
供
は
ご
遠
慮
を
。

▼
主
な
取
ひ
扱
い
品
・
：
家
具
、
電

気
製
品
、
楽
器
、
石
油
、
ガ
ス

器
具
、
自
転
車
、
ベ
ビ
ー
・
子

ど
｀
）
用
品
（
お
む
ち
ゃ
、
絵
本
、

衣
類
な
ど
夕
除
ぐ
）
、
ス
ポ
ー

ツ
ー
レ
ジ
ャ
ー
用
品
、
一
般
家

鷹
温
（
食
器
、
洗
剤
、
衣
類
、

日
用
品
な
芦
泄
際
く
）
、
学
習

用
品
（
雑
誌
、
文
具
を
除
ぐ
）

な
ど
。
再
利
用
の
価
値
が
あ
り

修
理
の
不
要
な
も
の
に
限
る
。

ま
た
、
転
売
や
趣
味
な
ど
を
目

的
と
ず
る
も
の
、
医
療
器
材
、

食
品
、
牛
頁
も
の
は
対
象
外
。

▼
品
物
の
取
引
方
法
・
・
・
提
供
、
希

望
の
条
件
が
概
ね
一
致
し
た
場

合
、
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
希
望

者
に
連
絡
し
、
当
事
者
間
べ
に
諾

し
合
い
ま
す
。
結
果
は
1
0
1
ｎ
以

内
に
希
望
者
か
ら
情
報
セ
ン
タ

ー
に
報
告
し
て
い
た
だ
ぐ
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
ず
。
函
図
）

▼
問
題
な
ど
の
処
理
・

、
・
・
故
障
、
欠

陥
、
そ
の
他
問
題
が
生
じ
た
場

年
ま
で
の
歴
史
事
象
を
記
述
し

た
「
7
治
市
史
年
き
を
発
売

中
で
す
。
価
格
は
四
千
五
百
円

で
、
購
入
を
ご
希
望
の
人
は
歴

史
資
料
室
ま
で
お
越
し
ぐ
だ
さ

い
。
（
歴
史
資
料
室
）

▲隠元禅師来朝剥岸図

合
は
、
当
事
者
で
解
決
し
て
い

た
だ
き
｀
市
は
一
切
の
問
題
に

Ｉ

責
任
か
負
い
ま
せ
ん
。

（
商
工
観
光
課
）

カ
ラ
オ
ケ
騒
音
防
止
な
ど

一
人
ひ
と
り
の
マ
ナ
ー
で

静
か
な
町
を

カ
ラ
オ
ヶ
騒
音
は
、
京
都
府
公

害
防
止
条
例
で
規
制
さ
れ
て
い
る

に
も
か
か
9
￥
、
そ
の
苦
情
は

依
然
と
し
て
増
え
紹
け
て
い
ま
ず
。

飲
食
店
の
営
業
者
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
利
用
者
も
、
カ
ラ
オ
ヶ
騒

音
の
防
止
に
な
お
一
層
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
夏
平
に
な
る
と
近
隣
騒

音
の
苦
情
が
多
く
な
り
未
了
。
ク

子どもを線路で

遊ばせない運動

文
化
財
修
理
に

府
の
補
助
金

府
で
は
、
国
民
共
通
の
財
産
と

も
い
え
る
社
寺
な
ど
の
文
化
資
料

か
保
存
し
、
長
く
後
世
に
守
的
伝

え
て
い
く
た
め
の
補
助
金
制
度
を

設
け
て
い
季
ｙ
。
こ
れ
は
、
府
が

認
め
た
文
化
財
の
修
理
、
防
災
、

防
犯
な
ど
の
事
業
欠
対
象
に
一
定

の
補
助
か
ず
る
も
の
で
す
。

本
年
度
の
補
助
金
申
請
は
六
月

末
日
ま
で
で
す
。
こ
の
制
度
の
適

用
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
六
月
二

十
日
ま
で
に
宇
治
地
方
振
興
局
総

務
課
（
豊
⑤
2
1
0
1
）
か
、
市

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で
お

問
い
合
わ
甘
ぐ
だ
さ
い
。

（
社
会
教
育
課
）

Ｉ
ラ
ー
、
ピ
ア
ノ
な
戸
機
器
の
騒

ｔ
だ
つ
い
て
は
十
分
な
配
慮
が
必

要
で
す
。
み
ん
な
の
力
で
静
か
な

町
を
と
び
恥
Ｆ
笛
し
ょ
う
。

6
月
2
2
日
に
公
害
苦
情
相
談

騒
音
・
振
動
・
悪
臭
な
ど
環
境
問
題
で
お
困
り
の
市
民
の
相
談
を
お
受
け
に
蚤
す
。
▼
と
亭
・
・
6
月
2
2
貝
ｒ
午
前
9
時
～
午
零
蒔
▼
と
こ
う
：
保
温
医
療
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
向
か
い
側
）
一
階
ホ
ー
ル
。
（
環
境
保
全
課
）

踏み切り事故や、投石・置き石などの列車

防害が昨年京都府南部の奈良線沿線だけで、

18件も起こっています。万一事故が起これば

多くの人命が傷つき失われる鉄道。十分に注

意しましょう。6月Ｉ5日まで゛子どもを線路

で遊ばせない運動、と’踏み切り事故をなく

す運動、実施中。（日本国有鉄道）

働く意欲のある人は

6月4日から受け付け

雲
嵩
齢
者
事
業
団
（
武
田

貞
彦
理
事
長
）
で
は
、
五
十
五

歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
団
員
か
募
集
し
ま
で
］
。

雲
嵩
齢
者
事
業
団
は
、
働

く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
に
仕
事

の
場
を
つ
く
り
、
老
後
の
牛
活

の
安
定
と
生
き
が
い
が
も
て
る

ぶ
コ
に
と
設
立
さ
れ
、
こ
と
し

で
七
年
目
夕
ａ
冤
て
い
ま
ず
。

こ
れ
ま
で
、
公
共
施
設
・
民

有
地
の
草
刈
ぴ
や
清
掃
を
は
じ

め
、
家
庭
の
家
事
補
助
、
植
木

の
子
〈
れ
な
ど
の
仕
事
盈
け

負
っ
て
き
刄
し
へ
今
後
、
ピ

ル
の
管
理
や
簡
単
な
土
木
工
事

な
ａ
Ｊ
ｌ
Ｗ
く
取
ぴ
組
む
こ
と
に

ｊｒ‾‾｀1¬「¬

し
て
い
ま
ず
。

希
望
吝
れ
る
人
は
、
雲
嵩

齢
者
事
業
団
事
務
所
（
横
島
町

浹
電
話
2
3
－
2
8
9
9
）

へ
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間
…
6
月
4
日
Ｋ

－
＜
Ｄ
ｕ
Ｍ
午
前
9
時
～
午
後

ｔ
時
ま
1

仕
事
の
提
供
を

同
事
業
団
で
は
、
高
齢
者
に

ふ
芦
り
し
い
仕
事
の
提
供
ｍ

め
て
い
ま
ず
。
市
民
の
皆
さ
ん

や
事
業
町
在
事
奮
脛
Ｕ
て

い
た
だ
け
る
と
き
は
、
事
業
団

事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
交
通
労
政
課
）

水
は
有
効
に
利
用
を

き
よ
之
〈
月
一
日
か
ら
水
道

週
間
が
始
ま
ぴ
未
7
．
水
道
は
、

私
た
ち
の
健
康
で
文
化
的
な
生

活
を
支
え
る
重
要
な
施
設
の
一

つ
で
あ
り
、
水
は
大
切
な
資
源

で
す
。宇
治
市
水
道
部
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
水
道
の
大
切
さ
を

理
解
し
て
い
た
だ
こ
シ
と
、
こ

の
期
間
中
、
出
張
相
談
所
參
左

水道出張相談所の日程

表
の
日
程
で
開
き
ま
す
。

相
談
所
で
は
、
ご
意
見
、
ご

要
望
互
と
を
お
聞
章
急
外
、

水
道
じ
ゃ
口
の
パ
″
キ
ン
グ
を

‐
無
料
で
取
昨
指
え
ま
ず
。
ま
た

当
日
、
水
道
公
認
業
者
も
待
機

し
て
い
息
あ
で
、
漏
水
な
ど

の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
鴛

（
水
道
部
）

とき ところ

6／1

（金）

御蔵山集会所

木幡河原隣保館

木幡公民館

6／4

（月）

東宇治消防分署

南部福角集会所

三室戸集会所

6／5

（火）

紫ヶ丘公民分館

蓮池河川敷児童遊園

西宇治中学校

6／6

（水）

開公民分館
大久保小学校・

旦椋公会堂

6／7

（木）

善法隣保館

城南荘集会所

矢落集会所

時間はいずれも午後1時半～4時

330

高齢者事業団へ
6
月
1
日
か
ら
出
張
相
談
所

（その107）

宇
治
市

史
の
窓不

用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
へ

登録は

8月末まで
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耳
の
不
自
由
な
人
に
朗
報

ミ
ニ
フ
ア
ッ
ク
ス

フ
ラ
ッ
シ
ュ
ベ
ル

市
で
は
、
こ
の
ほ
べ
「
重
度

聴
覚
障
害
者
世
帯
ミ
ニ
フ
ア
Ｚ

ス
助
成
要
綱
」
を
制
定
し
、
重
度

聴
覚
障
害
者
世
帯
に
ミ
ニ
フ
″
″

ク
ス
、
フ
ラ
Ｊ
＼
シ
ュ
ベ
ル
か
助
成

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
耳
の
不
自
由
な
人
も
、

電
話
が
使
用
で
き
る
ぷ
っ
に
な
り

ま
し
た
。新

た
な
運
動
の
芽
ば
え

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本

で
は
基
本
的
人
権
の
尊
重
な
ど

を
内
容
と
す
る
日
本
国
憲
法
の

制
定
や
、
封
建
的
家
族
関
係
を

改
善
す
る
民
法
の
改
正
、
さ
ら

に
ａ
地
改
革
な
ど
の
一
連
の
政

治
的
、
社
会
的
諸
制
度
の
改
革

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
日
本
は
、
民
主

主
義
国
家
の
実
現
を
め
ざ
し
、

再
出
発
し
た
わ
け
で
す
。

市
か
ら
助
成

対
象
と
な
る
の
は
、
聴
覚
障
害

二
級
の
人
の
世
帯
と
、
こ
れ
に
準

ず
る
世
帯
で
す
。

助
成
の
内
容
は
、
設
置
費
と
し

て
ミ
ニ
フ
ァ
ッ
ク
ス
が
七
千
四
百

円
、
フ
ラ
″
シ
ュ
ベ
ル
が
四
千
百

円
。
毎
月
の
使
用
料
と
し
て
、
ミ

ニ
フ
ア
″
ク
ス
が
三
士
八
百
円
、

フ
ラ
″
シ
ュ
ベ
ル
が
百
円
。
亭
り

▲文字で会話のできるミニフアツクス（市役所で）
④

し
か
し
、
同
和
問
題
は
依
然

と
し
て
解
決
さ
れ
ず
、
深
刻
な

申し込み

受け付け中

に
毎
月
の
通
話
料
三
百
円
が
支
給

さ
れ
康
ｙ
。
電
話
機
は
、
市
か
ら

お
貸
し
し
ま
ず
。

ご
希
望
の
世
帯
は
、
福
祉
事
務

所
福
祉
課
障
害
福
祉
係
（
容
⑩
3

1
4
1
）
へ
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

な
お
、
こ
の
制
度
は
、
昭
和
五

十
七
年
度
と
五
十
八
年
度
に
行
わ

れ
た
障
害
者
福
祉
都
市
推
進
事
業

欠
国
か
ら
指
定
か
受
け
た
二
年

間
だ
け
で
終
了
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

指
定
期
間
が
過
ぎ
て
か
ら
も
障
害

者
対
策
か
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め

に
行
わ
れ
る
事
業
の
一
つ
で
す
。

（
福
祉
課
）

お
知
ら
せ

宇
治
川
風
景
版
画
展

▼
と
き
・
：
6
月
7
日
出
～
1
4
日

出
、
毎
日
午
前
9
時
～
午
後
5
時

▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ

ー
二
階
▼
製
作
者
…
宇
治
市
公
民

館
版
画
サ
ー
ク
ル
・
長
野
俊
雄
さ

し
て
解
放
の
た
め
の
施
策
を
要

求
す
る
新
た
な
運
動
が
進
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

解
決
に
向
け

本
格
的
な
取
り
組
み

こ
夕
し
た
運
動
の
発
展
と
、

減塩梅干し講習会日程表

とき ところ

6川4附午前9ｌＪ牛～11時半木幡公尺館

61］ｕ昶午接ｌ時半－3時半保Ｍ医療センター

6月以雌午Ｂｉｉｏ昨－正午小倉公民館

16ミリ映写機操作技術講習会日程表

とき 内容

1
6月11日（月）午後6時半～

9時

オリエンテーション（ｍ義）映写機の原理・

構造について

2 6月12日（火）午後6時半～

9時
（ｍ義）映写機の構造・操作について

3

6月13日（水）午後ｉ時～

9時
（実技）
映写機の操作Ｓ4ｉｆＳ’
｛都合のよい日，1日で

午後1時～5時午後6時～9時

のいずれかの時間帯に）

6月14日（木）午後ｉ時～

9時

6月ｉ5日（金）午後1時～

9時

4

6月16日（土）

午後ｉ時～8時

（テスト）映写機の原理・構造

映写機の操作テスト午後ｌ時～3時

午後3時－5時午後6時～8時

のいずれかの時間帯に

5
6月19日（■Ｍ）午後7時～

9時

操作免許証交付教材利用について

（映ｊｉｉ）「この流れの彼ｎに」

1
1
－
―
－
1
－

ん
▼
入
場
料
・
：
無
料
。
（
商
工
観
光
課
）
減
塩
梅
干
し
講
習
会
▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
右
表
の
と
お
り
▼
内
容
・
・
・
減
塩
梅
干
し
の
作
り
方
、
梅
料
理
、
梅
の
効
用
▼
対
象
…
市
内
在
住
の
人
▼
定
員
・
・
・
各
心
一
場
4
0
人
（
先
着
順
）
▼
講
師
…
市
保
健
予
防
課
栄
養
士
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
す
：
希
望
ず
る
会
場
へ
電
話
で
。
（
木
幡
公
民
館
9
Ｓ
Ｇ
8
2
9
0
、
小
倉
公
民
館
＝
豊
⑩
4
6
8
7
、
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
＝
保
健
予
防
課
・
容
⑩
3
1
4
1
）
。
1
6
ミ
リ
映
写
機
操
作
技
術
講
習
会
▼
と
き
・
内
容
・
・
・
右
表
の
と
お
り
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
公
民
館
▼

対
象
・
・
・
1
8
歳
以
上
の
、
市
民
ま
た

は
市
内
通
勤
者
で
、
5
日
間
出
席

で
き
る
人
▼
定
員
…
6
0
人
（
先
着

順
）
▼
講
師
…
ム
ー
ビ
ー
セ
ン
タ

ー
所
長
・
有
田
幸
雄
さ
ん
▼
費
用

…
無
料
▼
申
し
込
み
・
：
宇
治
市
公

民
館
（
〒
Ⅲ
宇
治
里
尻
7
1
の
9
・

ｓ
ｏ
2
8
4
）
へ
直
接
来
館
か

電
話
で
。
は
が
き
の
場
合
は
、
往

復
は
が
き
に
講
習
心
一
名
、
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電
話

番
号
か
明
記
し
、
6
月
9
日
出
ま

で
に
。な

お
、
以
前
に
操
作
免
許
を
取

得
し
、
更
新
手
続
き
を
し
て
い
な

い
人
は
、
こ
の
期
間
に
更
新
し
て

く
だ
さ
い
。
（
宇
治
市
公
民
館
）

市
営
プ
ー
ル

ア
ル
バ
イ
ト
の
募
集

▼
対
象
・
人
員
…
高
校
生
男
女

課
題
で
あ
る
」
と
の
答
申
を
行

い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
答
申
の
主
旨

か
具
体
化
す
る
た
め
に
、
四
十

四
年
に
同
和
対
策
事
業
特
別
措

置
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
確
立
さ
れ
た
身

同
和
問
題
は
国
民
的
課
題

状
態
の
ま
ま
で
取
り
残
さ
れ
ま

し
た
。一

方
、
昭
和
二
十
一
年
に
は
、

全
国
水
平
社
運
動
の
伝
統
か
受

け
継
い
で
、
部
落
解
放
全
国
委

員
会
が
結
成
さ
れ
、
行
政
に
対

幅
広
い
社
会
的
勢
力
な
ど
と
の

導
ｍ
が
進
む
吊
で
、
国
は
昭
和

三
上
〈
年
に
同
和
対
策
審
議
会

か
設
置
。
審
議
会
は
四
十
年
に
。

「
同
和
問
題
の
早
急
な
解
決
こ

そ
国
の
責
務
で
あ
り
、
国
民
的

分
制
度
に
稀
つ
く
、
差
別
で
あ

る
同
和
問
題
は
、
解
放
令
か
ら

約
百
年
を
経
て
、
よ
う
や
く
解

決
に
向
け
て
の
取
り
組
み
が
本

格
的
に
行
わ
れ
る
ぷ
っ
に
な
っ

た
の
で
す
。

同
和
問
題
は
、
人
間
の
歴
史

の
中
で
生
じ
た
問
題
で
す
。
今
、

私
た
ち
の
力
に
よ
っ
て
解
決
さ

れ
る
べ
き
問
題
で
あ
り
、
ま
た

解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
同
和
対
策
室
）

児
童
手
当
・
特
例
給
付

現
況
届
は
6
月
中
に

墨
畢
当
や
特
例
給
付
か
受
け

て
い
る
人
は
、
毎
壬
〈
月
中
に
現

況
届
を
福
祉
事
務
所
に
提
出
し
て

い
た
だ
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
康
す
。

現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年
の

所
得
や
養
育
の
状
況
、
加
入
し
て

い
る
年
金
な
ど
を
審
査
し
て
、
引

き
続
き
児
童
手
当
夕
受
け
る
こ
と

3
3
・
木
村
長
次
さ
ん
（
豊
⑤
3
6

3
3
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）
。

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

▼
日
程
・
・
・
Ｏ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
＝

6
月
1
0
日
囲
、
午
前
1
0
時
～
正
午
、

南
部
小
学
校
体
育
館
Ｏ
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
＝
6
月
1
2
日
叫
、
午
後
7
時

半
～
9
時
半
、
伊
勢
田
小
学
校
体

育
館
▼
。
対
象
・
：
個
人
、
グ
ル
ー
プ

を
問
わ
ず
▼
申
し
込
み
・
：
上
靴
持

参
で
直
接
会
場
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

キ
ャ
ン
プ
指
導
者

養
成
講
習
会

▼
と
き
…
6
月
2
6
日
Ｓ
’
2
9
日

宙
、
7
月
3
日
脚
、
6
日
廊
、
7

日
出
、
8
日
㈲
、
1
0
日
㈹
、
い
ず

れ
も
午
後
7
時
半
～
9
時
半
（
た

だ
し
、
7
月
6
・
7
・
8
日
は
2

泊
3
日
の
実
技
）
▼
と
こ
ろ
・
：
木

幡
公
民
館
▼
対
象
・
：
市
内
の
青
少

年
団
体
の
指
導
者
で
、
キ
″
ン
プ

リ
ー
ダ
ー
奮
言
て
い
る
人
▼
定

員
・
・
・
4
0
人
▼
費
用
・
：
四
千
円
（
食

ようすけちゃんの好きなものは

絵本、消防車、オルゴール。でもお

父さんと居る時が一番ご機嫌です。

この欄に掲載するお子さん（58

年6月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

―

が
で
き
る
か
と
Ｚ
ぷ
み
る
た
め

の
大
切
な
届
で
す
。

こ
の
届
か
提
出
し
な
い
と
、
六

月
分
以
降
の
手
当
の
支
給
が
停
止

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
‘
’
チ
の
で
、

必
ず
提
出
し
了
ｙ
だ
さ
い
。

（
福
祉
課
）

料
費
、
ク
ラ
フ
ト
代
の
実
費
）
▼

申
し
込
み
・
・
・
四
千
円
奎
添
え
て
市

民
体
育
課
へ
。

講
習
会
修
了
者
は
、
日
本
キ
ャ

ン
プ
協
会
初
級
指
導
員
の
資
格
検

定
申
請
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
炭

山
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
、
野
外
活

動
教
具
の
使
用
を
予
定
し
て
い
る

人
は
、
必
ず
受
講
し
で
乙
だ
さ
い
。

（
市
民
体
育
課
）

キ
ャ
ン
プ
場
・
教
具
の

使
用
申
請
仮
受
け
付
け

夏
休
み
期
間
中
に
、
キ
ャ
ン
プ

セ
ン
タ
ー
と
野
外
活
動
教
具
の
使

用
夕
計
固
し
て
い
る
団
体
の
使
用

仮
受
け
付
け
か
行
い
水
子
。
使
用

許
可
は
、
調
整
の
の
ち
決
定
し
ま

す
。

’
▼
仮
受
付
期
間
…
6
月
1
日
圖

～
習
励
▼
対
象
・
：
市
内
の
青
少

年
団
体
（
指
導
者
が
、
宇
治
市
の

野
外
活
動
指
導
者
証
夕
痔
っ
て
い

る
こ
と
）
▼
申
し
込
み
・
：
市
民
体

育
課
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

季
節
料
理
教
室

▼
と
き
・
・
・
6
月
2
1
日
俐
、
午
後

1
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
労
働
セ
ツ

ル
メ
ン
ト
▼
内
容
・
・
・
季
節
の
材
料

か
便
っ
た
洋
風
家
庭
料
理
の
作
り

方
▼
講
師
・
・
・
料
理
研
究
家
・
星
野

美
智
子
さ
ん
▼
定
員
…
3
6
人
（
先

着
順
）
▼
費
用
・
：
材
料
費
千
二
百

円
▼
申
し
込
み
1
1
・
・
宇
治
労
働
セ
ツ

ル
メ
ン
ト
へ
、
材
料
実
費
千
二
百

円
奎
添
え
て
直
接
。
電
話
や
は
が

き
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

（
交
通
労
政
課
）

府
で
は
、
高
等
学
校
へ
の
就

学
援
助
と
し
て
奨
学
金
と
入
学

支
度
金
を
支
給
し
康
ｙ
。

支
給
対
象
者
は
、
昭
和
五
十

九
年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

子
弟
で
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
高
等
学
校
、
高

等
専
門
学
校
な
ら
ぴ

。
ち
ｉ
に
盲
学
校
、
聾
学
校

の
高
等
部
に
就
学
し

次
の
世
帯
の
一
つ
に

該
当
す
る
人
で
す
。

①
母
子
世
帯
・
・
・
ａ

と
2
0
歳
未
満
の
子
ま

た
は
ほ
子
と
6
5
歳
以

上
の
人
の
み
で
構
成

す
る
世
帯
②
父
子
世

帯
…
父
と
2
0
歳
未
満

の
子
ま
た
は
、
父
子

と
6
5
歳
以
上
の
人
の

父
母
ま
た
は
、
そ
の
一
方
が
身

体
障
害
者
手
帳
3
級
以
上
の
世

帯
⑤
長
期
療
養
者
世
帯
…
父
母

ま
た
は
、
そ
の
一
方
が
国
民
年

金
法
別
表
に
定
め
る
程
度
の
世

帯
。

〈
奨
学
金
・
月
額
〉

い
を
国
公
立
全
日
制
・
・
・
九

6月30日までに

申請を

高校への就学援助

み
で
構
成
す
る
世
帯
③
児
童
世

帯
…
父
母
の
な
い
2
0
歳
禾
満
の

人
、
吏
陛
児
童
お
よ
び
児
童

ｍ
養
し
て
い
る
人
で
構
成
す

る
世
帯
④
身
体
障
害
者
世
帯
…

保育料補助

千
二
百
円
、
国
公
立

高
等
専
門
学
校
二

万
一
千
二
百
円
、
私

立
全
日
制
・
・
・
二
万
七

千
二
百
円
、
私
立
定

時
制
・
・
・
二
万
二
百
円
、

通
信
制
…
七
千
円

（
入
学
支
度
金
》
国

公
立
・
：
五
万
五
千
円
、

私
立
全
日
制
・
・
・
土
八

万
円
、
定
時
制
・
：
十

二
万
円
、
通
信
制
・
：

・
：
四
万
円
。

ご
希
望
の
人
は
、
在
学
証
明

書
と
印
鑑
夕
痔
参
し
、
6
月
3
0

日
ま
で
に
福
祉
課
へ
。（
福
祉
課
）

私
立
幼
稚
園
児
の

保
護
者
の
皆
様
へ

市
で
は
、
私
立
幼
稚
園
教
育

の
一
層
の
普
及
・
充
実
を
図
る

た
め
、
私
立
幼
稚
園
に
四
歳
児
、

五
歳
児
を
通
園
さ
せ
て
い
る
ご

家
庭
に
対
し
、
幼
稚
園
を
通
じ

て
保
育
料
の
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
と
し
も
、
六
月
下
旬
に
各

幼
稚
園
鷺
超
じ
て
配
布
さ
れ
る

「
調
書
」
に
、
昭
和
五
十
九
年

度
の
市
・
府
民
税
納
税
通
知
書

夕
添
え
て
、
提
出
期
限
ま
で
に

提
出
し
て
い
た
だ
ぐ
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

補
助
金
の
支
給
な
ど
に
つ
い

て
は
、
十
二
月
ご
ろ
各
幼
稚
園

を
通
じ
て
行
う
予
定
で
す
。（

総
務
課
）

市
民
会
館
の
臨
時
休
館

市
民
会
館
（
公
民
館
・
市

民
図
書
室
は
、
都
合
に
よ
り

工
業
統
計
ポ
ス
タ
ー
募
集

通
商
産
業
省
で
は
、
毎
年
十
二

月
三
十
一
日
に
行
う
工
業
統
計
調

査
の
広
報
用
ポ
ス
タ
ー
か
募
集
し

て
い
求
了
。

6
月
5
日
叫
夕
臨
時
休
館
と

し
柔
ｙ
。
（
宇
治
市
公
民
館
）

▼
応
募
期
限
…
6
月
3
0
日
出
▼

送
り
先
…
京
都
府
総
務
部
統
計

課
（
〒
6
0
2
1
京
都
市
上
京
区
下
立

売
通
新
町
西
入
）
へ
▼
問
い
合
わ

せ
・
：
企
画
課
（
容
⑩
3
1
4
1
）

ま
で
。
（
企
画
課
）

331

各
1
5
人
、
大
学
生
男
女
若
干
名
、

一
般
男
子
若
干
名
▼
資
格
・
・
・
高
校

生
は
二
年
生
以
上
で
学
校
の
許
可

が
必
要
、
大
学
生
男
子
は
水
泳
指

導
の
で
き
る
人
が
望
ま
し
い
（
期

間
中
、
継
続
し
て
勤
務
で
き
る
こ

と
）
▼
期
間
…
7
月
1
4
日
1
8
月

3
1
日
▼
勤
務
先
・
：
黄
聚
・
西
宇
治

公
園
プ
ー
ル
▼
賃
金
…
（
一
時
間

に
つ
き
）
高
校
生
四
百
五
十
円
・

大
学
生
・
一
般
男
子
五
百
円
▼
申

し
込
み
・
問
い
〈
Ｂ
せ
…
黄
梨
公

園
管
理
事
務
所
（
五
ヶ
庄
三
番
割
、

酋
⑩
1
9
0
5
）
へ
6
月
1
5
日
ま

で
に
。
吊
民
体
育
課
）

市
民
歩
こ
う
会

▼
と
き
・
：
6
月
1
0
日
間
、
午
前

8
時
半
、
市
民
会
館
前
集
合
（
雨

天
の
場
合
、
6
月
1
7
日
に
延
期
）

▼
コ
ー
ス
・
：
京
阪
宇
治
駅
－
（
電

車
）
上
ハ
地
蔵
駅
－
（
バ
ス
）
↓

国
鉄
山
科
駅
前
↓
毘
沙
門
堂
↓
大

文
字
↓
銀
閣
寺
↓
若
王
寺
（
徒
歩

約
1
2
Ｊ
）
▼
交
通
費
・
・
・
各
自
負
担

ｙ
持
参
品
・
・
・
弁
当
、
水
筒
、
雨
具

な
ど
▼
問
ｋ
Ｂ
せ
・
：
宇
治
又
振

広
野
町
宮
谷

高
田
葉
介
ち
ゃ
ん

同
和
問
題
と
人
権
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献血

●11日（宇治市役所10時～正午と13時～15時半）．21日（宇治高等学校10時～正午と13時～15時半）。（保健予防課）

不用犬・猫の引き取り

●12日（木幡公民分館10時40分発、小倉公民館10時50分発、旦椋公会堂11時10分発、宇治保健所11時30分着）。（環境保全課）

相談あんない

●青少年相談（8日、市民会館13時～16時）。●京都府交通事故巡回相談（6，20日、京都府宇治地方振興局ａ⑩2970、9時～16時）交通事故の法律問題、示談のしかたな。

ど交通事故の相談は速やかに

社会福祉協議会の法律（定貝ｉｏ人）・年

々・結婚・心配ごとなどの相談日程や、

行政・人権り肖費生活・精神薄弱者相談

の日程は、59年度版「市民カレンダーと

手びき」に掲載。ご利用ください。

このほか、市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で、消費苦情相談は商

工観光課で、教育相談は教育委貝会で、

日曜日を除く毎お受け付け。家庭児童相

談は月～金曜日の10時～16時に総合福祉

会館3階の家庭児童相談室（ｎ⑩8698）

で。高齢者職業相談（無料）は毎週火：

金曜日の9時～16時に総合福祉会館2階

の老人福祉センター（ｎ⑩5652）で。
▲夜を彩るウ飼いショー（58年6月塔の鳥畔）

夏
の
堡
息
急
落
川
の
風
物

詩
、
鵜
（
ウ
）
飼
い
犯
（
月
九
日

か
ら
始
ま
り
ま
ず
。

字
治
川
の
鵜
飼
い
は
、
古
ぐ
は

平
安
時
代
の
今
昔
物
語
（
こ
ん
じ

や
く
も
の
が
た
り
）
に
出
て
ぐ
る

ほ
ど
長
い
歴
史
が
あ
り
未
了
。

宇
治
川
辺
ぴ
が
た
そ
が
れ
る
こ

ろ
、
か
が
り
火
を
と
も
し
た
鵜
飼

い
船
が
、
一
隻
一
隻
ゆ
っ
く
ひ
と

川
面
忿
琴
？
チ
。

風
折
烏
帽
子
（
か
ざ
お
り
え
ぽ

し
）
に
腰
み
の
、
黒
装
束
姿
の
鵜

匠
が
、
鮮
や
か
な
手
痢
さ
ば
き
で

6
月
9
日
か
ら
塔
の
島
畔
で

宇
治
川
の
ウ
飼
い

鵜
夕
巧
み
に
あ
や
つ
り
未
了
。

夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
曳
ぜ
ひ

お
楽
し
み
ぐ
だ
さ
い
。

▼
期
間
…
6
月
9
ぽ
出
か
ら
8
月

3
1
日
面
ま
で
の
毎
日
。

▼
乗
船
場
所
・
・
・
喜
撰
橋
西
詰
め

▼
料
金
・
・
・
乗
合
船
＝
大
人
千
円
、

子
μ
石
五
百
円
。
貸
し
切
ぴ
船

1
一
万
七
千
円
（
1
0
人
乗
り
）
、

二
万
五
千
円
（
1
5
人
乗
り
）
、
三

万
五
千
円
（
2
0
人
乗
り
）
、
五
万

円
（
3
0
人
乗
り
）

▼
出
航
時
間
・
・
・
悉
屈
は
午
後
7

時
と
8
時
2
0
分
の
2
回
、
貸
し

切
ひ
船
は
日
没
か
ら
随
時

▼
問
い
｛
Ｂ
せ
・
・
・
宇
治
観
光
通
船

（
里
曙
川
き
⑩
2
3
2
8
）

婁
陛
、
宇
治
観
光
協
会
（
豊

⑩
3
3
3
4
）
へ
。（
商
工
観
光
課
）
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困
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燃えないゴミ（市役所清掃事務所電話22ー3141）し尿（城南衛生管理組合電話075ー631ー5171）

宇治（半白）116小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）羽拍子町（国道筋）伊勢田町（北山、大谷、若林、井尻、中山、毛語）六地蔵・木幡・五ヶ庄・翼道・炭山・笠取地域

121西浦一部、新開、平野府営住宅．折坂一部
222福角（国鉄以西）、日皆田、岡本、上村、大八木島
423車田一部、平町．一里塚、戸ノ内（棋島飛地）

小倉町南ｍ、山際、京銀前から南京信前までの市道筋以南の西浦）
218伊勢田町（遊田、砂田）西大久保府営住宅（33～43棟）

525車田、丸山、出口（国鉄以西）、森本（国鉄以西）、谷下り（国鉄以西）
626福Ｐｉ（国鉄以東）、折坂（国鉄以東）、平野、一番割、二番割、三番割一部
727西浦（国鉄以東）、三番割．｀芝ノ東（府道両側）、南端（国鉄以東）
828芝ノ東（府道以東）、広岡谷、南山（Ａ）、中村（さつきヶ丘）

小倉町（蓮池．堀池、南堀池．京銀前から南京信前419までの市道筋以北の西浦）

伊勢田町（南遊田）

929南山（Ｂ）、金草原）’
1130南山畑北山畑、大瀬戸（国鉄以東）、中村（国鉄以東）、東中（国鉄以東）、北畠一部
127／2北畑、桧尾、須留、平尾

棋島町（全域）520小倉町（近鉄以東の新田島）

宇治（戸ノ内、蔭山．国鉄以北の御廟・天神）

137／3花揃、赤塚、陣之内（国鉄以東）、御園、御蔵山、畑山田、北御園、正中（国鉄以東）、町並一部
147／4北御蔵山（平尾）．中御蔵山、町並、奈良町、畑町、炭山全域

正中（国鉄以西）、西中一部、東中（国鉄以西）、伸之内（国鉄以西）、河原、徳水、柿ノ木町、157／5一丁目、札ノ辻町、紺屋町、北島
木幡（平尾．須留、御蔵山、畑山田、御園．陣ノ621内、赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山

畑、国鉄以東の正中・東中）
16内畑、西中．中村（国鉄以西）、大瀬戸（国鉄以西）、壇ノ東、西浦、熊小路、南端（国鉄以西）

六地蔵（全域）木幡（河原．北島、西中、内畑、大瀬戸．西浦、

725中村、南山畑、南山、南端．国鉄以西の正中・東中）

五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

18大林、梅林、芝ノ東（国鉄以西）．西浦一部
20寺界道、古川、西田、北ノ庄、野添、谷前、西浦一部、梅林官有地、大林一部
13笠取

白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域

木幡（熊小路）五ヶ庄（雲雀島、谷前、西田．古川、北ノ庄、西川

826ヽヽ壇ノ東ヽ寺界道、野添、大林、梅林、西席、新開、平野、折坂、福角、－・二．三番

・ｉｔ‰胚西の芝／東．高峰山）

727田原．井ノ尻、且椋、平盛．雨ノロ
北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋畏、久保、南ノロ一部、西表、寺山（国鉄以西）、828寺山（翠光園団地）

寺山、・大開一部、宮谷、尖山一部、丸山．一里山（府道以南、市道以東）、中島、929石塚（心華寺通り以西）

1130東裏、一里山、桐生谷、開町、石塚（心華寺通り以東）、宮北一部

五ヶ庄（大八木島、上村．岡本、日皆田、一里塚、戸ノ内、京大宿舎）

菟道（平町を除く全域）927明星町（全域）

志津川（全域）宇治（山本、乙方、東内、又振、山田）

127／2小根尾、大開一部、尖山一部、宮東、宮西、宮北ｊ

野神、大谷．弐番（府道以南）、大谷山（権見町）、琵琶、若森（国鉄以南）、矢落（ｍ鉄以南）、137／3壱番一部（宇治橋通‘り以北、宇治警察西側通り以西）

14Ｔ／Ａ下居、善法．壱番、妙楽、宇文字、里尻（国鉄以南）、塔川
157／5蓮華、乙方、東内、又振、山田、紅斎、白川金井戸、山本、荒棋、田中大垣内妙見、志津川

森本（国鉄以東）．段／上、薮里、東西隼上り、東中、西中、河原、門前、只川、中筋、16池山、谷下り（国鉄以東）、出口（国鉄以東）宇治（里尻、小桜、宇文字、壱番、妙楽、蓮華、
塔川、善法、東山、下居、琵琶、野神’、弐番、

1128池森、米阪、矢落、若森、国鉄以南の天神）白川（全域）

折居台（全域）

・～

し尿収集の届け出を

家族や同居人に増減があっ

たり転出転居、浄化槽設置な
どでし尿収集届出に異動があ

ったときは、市役所清掃事務
所へ届け出てください。
（城南衛生管理組合）

小倉町．’伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域

東山、天王、寺内一部、蔭山、吹前、中川原（大川原線以東）、121十一（大川原線以東国道以東）、十六（国道以東）’十八（国道以東）

小倉町（奥畑）雲高ＳＩ（能］

1229神明（全域）宇治（蛇塚、大谷、野神一部）

琵琶台（全域）広野町（小根尾一部）

222寺内、西浦
423南堀池（本通り以北）、南堀池（本通り以南）
525南堀ｍ（大和、田中）、ｍ池

南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒、．井尻、626中ノ田、名木、浮面、安田町全域

中山（近鉄以東）、大谷、西畑、中畑、春日森、－ノ坪、島前、727大町、大川原巾川原（大川原線以西）5橋（大川原線以西）
1330ｌツ？。れ頴訂鸚惣にｎ、中ａ、ＡＯｊ）

西大久保府営住宅（1～20棟）
828中山（近鉄以西）、毛語、若林
929羽拍子町

広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山、国道筋を除く西裏・茶屋裏）

147／2大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、久保）

西大久保府営住宅（21～32棟）

1130蛇塚、弐番（府道以北）、池森、米阪

北山Ａ－Ｂ・Ｃ■Ｄ団地、中央台、西山（国道以西）、127／2神楽田（山中含むｙ

137／3戸ノ内、矢落（国鉄以北）、若森（国鉄以北・）．ｍ尻国鉄以北）、小桜
147／4東目川、西目川、ｍ落合（0～3の通りまで）

安田町（全域）伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中

157／3開’町1畜這ｊ；）゛゜｀南山）

広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏・派
八保詞罷詣茫詣厚傾ヂ馳。－ｓ）

157／ち南落合（4の通り以降～13の通りまで）
16南浦（100～110、84～98、30～33）、大京団地、山際一部
18南浦、西浦一部、神楽田一部（近鉄以西）

山際、，半白4薗場（大川原線以北）、大幡、北内、門口、幡貫．19郡、石橋（大川原線以東）

20老ノ木、久保、西山（国道以東）、蓮池

保
健
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
（
6
月
分
）

6月の燃えないゴミ・し尿収集日程表
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